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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ａ－ 

当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見

込まれるが、一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要であ

る 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、極低温の星間分子雲における固体微粒子表面で生じる化学物理的な素過程に

着目して、分子生成プロセス、重水素の濃集プロセス、分子のオルソ-パラ存在度比の決定

機構、という３つの研究項目について、実験的に明らかにしようとするものである。 

いずれの研究項目に関しても、当初計画に沿って順調に研究が進展している。さらに、

極低温氷において負電荷が流れるプロトンホールトランスファーが生じること、氷上のラ

ジカルが可視光によって光脱離すること、H2S の反応性脱離が光脱離より 1～2 桁効率的に

生じること、などを発見しており、当初想定していなかった重要な進展もみられた。特に、

プロトンホールトランスファーについては、実験と理論の融合による研究成果であり高く

評価できる。一方で、研究の対象となった反応や分子はきわめて単純なものであり、本研

究課題が目指す「分子進化」に関する展開は今後の課題といえる。 

研究期間内にさらに研究を進展させることで、分子雲中で生じる化学物理的素過程等の

定量的・系統的な理解が得られることを期待する。 

 


